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加
治
佐　　
サ
ツ
マ
イ
モ
基

腐
病
の
農
薬
開
発
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

市
長　
令
和
４
年
度
は
６

月
に
種
い
も
消
毒
用
と
し
て

「
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
」
８

月
に
基
腐
病
に
予
防
効
果
の

あ
る
「
ト
リ
フ
ミ
ン
水
和
剤
」

が
登
録
拡
大
さ
れ
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐

病
に
対
し
て
登
録
の
あ
る
農

薬
は
合
計
11
剤
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
研
究
機

関
と
農
薬
メ
ー
カ
ー
が
連
携

し
な
が
ら
、
農
薬
の
開
発
・

竹
迫　

市
内
県
立
高
等

学
校
活
性
化
対
策
事
業
に
お

い
て
、
市
内
の
県
立
高
等
学

校
の
通
学
生
に
資
格
検
定
受

験
料
の
補
助
を
行
っ
て
い
る

が
、
市
外
の
高
校
に
通
学
し

て
い
る
市
内
の
高
校
生
と
の

整
合
性
は
。

市
長　
市
内
の
県
立
高
等

学
校
の
存
続
等
に
取
り
組
む　

活
性
化
協
議
会
に
支
援
し
て

い
る
も
の
で
問
題
は
な
い
。

竹
迫　

活
性
化
協
議
会

を
迂
回
し
て
、
市
外
在
住
の

高
校
生
を
含
め
補
助
し
て
い

る
。　

登
録
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
新
た
な
農
薬
登
録
は
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
サ
ツ
マ
イ
モ

基
腐
病
に
効
果
の
あ
る
農
薬

　

市
外
の
私
立
、
県
立
の
高

校
を
問
わ
ず
、
平
等
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　
市
外
へ
通
う
高
校

生
へ
の
差
別
に
な
れ
ば
検
討

し
て
い
く
。

竹
迫　
本
市
に
は
農
業
・

福
祉
・
看
護
関
係
を
学
び

の
開
発
に
つ
い
て
早
期
に
行

う
よ
う
国
や
県
に
対
し
て
要

望
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、

新
た
に
農
薬
の
登
録
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
農

家
に
情
報
提
供
を
行
い
、
サ

ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
収
束
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

交
通
事
故
多
発
地
点
現
場

診
断

た
く
て
も
学
べ
る
高
校
が
な

い
。

　

農
業
後
継
者
を
は
じ
め
、

こ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
市
内
の
高
校
は
普

通
科
と
工
業
系
の
み
で
あ

る
。

　

い
ろ
ん
な
分
野
で
活
躍
で

き
る
高
校
生
の
育
成
は
非
常

に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

・
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

農
薬
の
開
発
状
況
は

市
長
／
国
・
県
へ
要
望
す
る

サツマイモ
基腐病

私
立
を
含
め
、
市
外
通
学
生
に
も

平
等
に
補
助
す
べ
き
で
は
な
い
か

市
長
／ 

市
外
へ
通
う
高
校
生
へ
の
差
別
に
な

れ
ば
検
討
し
て
い
く

高校生検定
受験料補助

定数20人を18人へ
令和５年12月 市議会議員選挙から

南九州市議会議員定数等調査特別委員会決定
　

令
和
５
年
12
月
に
議
員
の

任
期
満
了
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
、

議
会
基
本
条
例
第
17
条
第
２

項
の
規
定
に
よ
り
、
市
政
の

現
状
及
び
課
題
並
び
に
将
来

の
予
測
及
び
展
望
を
十
分
に

考
慮
す
る
た
め
に
、
令
和
４

年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て

南
九
州
市
議
会
議
員
定
数
等

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

こ
れ
ま
で
委
員
会
を
７
回
開

催
し
、
慎
重
に
調
査
を
重
ね

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
県

内
各
市
の
議
員
定
数
、
報
酬
、

政
務
活
動
費
の
状
況
、
及
び

本
年
８
月
に
実
施
し
た
市
民

へ
の
南
九
州
市
議
会
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
参
考

に
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
議
員

の
定
数
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

議
員
定
数

20
人

・ 

合
併
し
て
広
域
の
市
と
な
っ

た
た
め
、
市
民
の
多
様
な

声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

は
、
定
員
を
減
ら
す
べ
き

で
は
な
い

・ 

女
性
、
子
育
て
中
の
方
が

議
員
に
な
っ
て
欲
し
い
。

18
人

・ 

市
の
人
口
減
少
等
を
勘
案

す
る
と
２
人
減
の
18
人
で

よ
い
。

・ 
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
し
て
も
18
人
で
よ
い
。

16
人
、
14
人

・ 

将
来
的
に
議
員
数
は
減
っ

て
い
く
と
考
え
る
。
庁
舎

が
建
設
さ
れ
る
現
段
階
で

４
人
減
の
16
人
で
よ
い
。

議
員
報
酬

・ 

現
在
の
議
員
報
酬
額
は
年

金
や
福
利
厚
生
を
考
え
れ

ば
少
な
い
と
考
え
る
た
め
、

上
げ
る
べ
き
だ
。

・ 

若
い
方
が
議
員
を
目
指
す

こ
と
を
考
え
る
と
減
額
は

厳
し
い
の
で
現
状
維
持
。

・ 

増
額
、
減
額
で
は
な
く
議

会
費
の
中
に
お
け
る
政
務

活
動
費
の
在
り
方
を
検
討

す
る
べ
き
で
あ
る
。
財
政

状
況
を
勘
案
す
る
と
現
状

の
ま
ま
で
良
い
。

政
務
活
動
費

・ 

所
管
事
務
調
査
は
実
施
し

て
い
る
が
、
個
人
及
び
議

員
数
人
で
調
査
を
す
る
場

合
、
遠
方
と
な
る
と
経
費

負
担
が
大
き
い
。
し
っ
か

り
と
調
査
結
果
を
報
告
す

る
か
た
ち
で
政
務
活
動
費

を
設
け
て
欲
し
い
。

・ 

政
務
活
動
費
の
上
限
額
を

決
め
た
上
で
、
議
員
活
動

と
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ

れ
ば
、
認
め
る
べ
き
で
あ

る
。

・ 
議
員
報
酬
の
中
で
活
動
が

で
き
て
い
る
た
め
特
に
必

要
な
い
。

調
査
目
的

　

議
員
の
な
り
手
不
足
、
議

員
定
数
、
議
員
報
酬
、
政
務

活
動
費
に
つ
い
て
研
究
の
参

考
と
す
る
た
め
、
市
民
の
考

え
を
把
握
す
る
。

調
査
対
象
者

　

令
和
4
年
7
月
21
日
に
お

け
る
市
内
在
住
者
の
各
世
代

（
18
歳
か
ら
29
歳
、
30
代
、
40

代
、
50
代
、
60
代
、
70
代
、

80
歳
以
上
）
か
ら
1
5
0
0

人
無
作
為
に
抽
出
。

調
査
期
間

　

令
和
4
年
8
月

南
九
州
市
議
会

議
員
定
数
等

調
査
特
別
委
員
会

南
九
州
市
議
会
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
で
の
意
見

議
員
報
酬

28万6000円

28万6000円
現状維持 ２人減

議
員
定
数

20人

18人

政
務
活
動
費

運用及び支給額等に
ついて継続して調査
する。

協
議
結
果

アンケート結果の
詳細はこちら

加治佐　民生　議員

竹迫　毅　議員


